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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレー表面を有する少なくとも１つのディスプレー要素、及び少なくとも１つの
透明なディスプレー領域を有するカバープレートを含有してなる電子機器であって、
　該ディスプレー要素は、タッチセンサー層を含有してなり、
　該カバープレートが、屈折率ｎｇを有する１つ又はそれ以上のガラス層、及び屈折率ｎ

ｓを有する１つ又はそれ以上のサファイア層を含有し、ここで（ｎｓ－ｎｇ）が０．０５
以下であり、サファイア層がカバープレートの外部層であり、サファイア層の背面にガラ
ス層が貼り付けられ、ガラス層の熱膨張係数が、６．０×１０－６℃－１～７．０×１０
－６℃－１であり、
　該カバープレートが、ディスプレー表面に貼り付けられる、又はディスプレー表面の上
部に接触し着脱可能に配置された保護層である、電子機器。
【請求項２】
　ガラス層の屈折率が、サファイア層の屈折率と実質的に同一である、請求項１に記載の
電子機器。
【請求項３】
　ガラス層が、サファイア層の背面にコーティングされている、請求項１又は２に記載の
電子機器。
【請求項４】
　サファイア層の背面が磨かれていない、請求項３に記載の電子機器。
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【請求項５】
　工程：
　ｉ）少なくとも１つの透明なディスプレー領域を有するカバープレートを形成すること
；このカバープレートは屈折率ｎｇを有する１つ又はそれ以上のガラス層及び屈折率ｎｓ

を有する１つ又はそれ以上のサファイア層を含有してなり、ここで（ｎｓ－ｎｇ）は０．
０５以下であり、サファイア層がカバープレートの外部層であり、サファイア層の背面に
ガラス層が貼り付けられ、ガラス層の熱膨張係数が、６．０×１０－６℃－１～７．０×
１０－６℃－１である；及び
　ｉｉ）カバープレートを、電子機器の少なくとも１つのディスプレー要素のディスプレ
ー表面上に接触させること；このディスプレー要素はタッチセンサー層を含有してなる：
を含有してなる、電子機器を製造する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１２年１２月１０日に出願された米国仮特許出願第６１／７３５，２８
１号の優先権を主張する。その出願の全内容は参照により本明細書に取り込まれる。
【０００２】
（技術分野）
　本発明は、サファイアカバープレート、特にサファイア層の上に１つ又はそれ以上の屈
折率が適合しているガラスの層を含むカバープレート、を含有してなる携帯用電子機器に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　少なくとも部分的に透明なディスプレーウィンドーアセンブリを含む、現在入手可能な
多くの種類の携帯用電子機器がある。これらは、例えば、メディアプレーヤー、携帯電話
、携帯情報端末（ＰＤＡｓ）、ポケットベル、タブレットのようなコンパクトな電子機器
、ラップトップコンピュータ、及びノートパソコンを包含する。ディスプレースクリーン
アセンブリは、例えば、液晶ディスプレー（ＬＣＤ）のような画像表示層、ユーザー入力
用のタッチセンサー層、及び画像表示層を保護するために用いられる少なくとも１つの外
部カバー層などの、複数の部品の層を含むことができる。これらの各層は、通常、互いに
圧縮成形されるか又は結合されている。
【０００４】
　現在用いられている携帯用電子機器の多くは、過度な機械的及び／又は化学的損傷、特
に、不注意な取り扱い及び／又は落下によって、使用者のポケットやハンドバッグの中に
ある鍵などと画面との接触によって、或いは頻繁なタッチスクリーンの使用によって、損
傷を受けている。例えば、スマートフォンやＰＤＡｓのタッチスクリーン表面及びインタ
ーフェースは、物質的なユーザーインターフェースを引っかいたりへこませたりという摩
耗によって損傷を受けるかもしれず、そして、これらの傷は、機械的又はその他の衝撃を
受けた場合にスクリーン及び／又は下層の部品をより破壊させ易くする圧力の集中部位と
して作用するかもしれない。また、使用者の皮膚の油又はその他の汚れが表面を覆うこと
もあり、機器の劣化をさらに促進するかもしれない。このような摩耗及び化学的な作用は
下層の電子表示部品の画像の鮮明さを減少する原因になるかもしれず、機器の使用やその
性能を享受することを潜在的に妨げ、機器の寿命を制限する。
【０００５】
　携帯用電子機器のディスプレーウィンドーの耐久性を増大するために、種々の方法及び
材料が用いられてきた。例えば、高分子コーティング又は高分子層を、劣化からの保護を
与えるためにタッチスクリーン表面に適用し得る。しかしながら、このような層は、タッ
チスクリーンの感度を低下させるだけでなく、下層の電子表示の画像の鮮明さも妨げる可
能性がある。さらに、コーティング物質もまた多くの場合へこみやすい材質であるので、
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コーティング物質それ自体が容易に損傷を受ける可能性があり、定期的な交換を必要とす
るか、或いは機器の寿命を制限する。
【０００６】
　別の一般的なアプローチは、より高度に化学的にそして引っかきにも耐性な物質をディ
スプレーウィンドーの外部表面として使用することである。例えば、いくつかの携帯用機
器のタッチセンサースクリーンは、Corning 社から入手可能な「ゴリラガラス（gorilla 
glass）」と呼ばれる物質のような、強度を増大するためにナトリウムイオンをカリウム
イオンで置換した、化学的に強化されたアルカリアルミノケイ酸塩ガラスの層を含むよう
である。しかしながら、この種のガラスであっても、金属の鍵、砂、及び小石を含む多く
のより硬い物質によって引っかき傷を付けられることもあり、さらに、ガラスであるが故
に、脆性破壊する傾向があり粉砕することもある。サファイアも、ディスプレーアセンブ
リの外層用の物質として又はディスプレーウィンドーの表面に適用される別個の防護シー
トとして提案され使用されてきた。しかしながら、サファイアは、現在入手できる厚さで
は他と比較して特に高価である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように、携帯用電子機器のディスプレーに、損傷に対する相対的な耐性を与えるこ
とができるいくつかの物質が入手可能であるものの、透過性を低下させることなく改良さ
れた機械的靱性及び引っかきに対する耐性を提供する物質及び方法への要求が当業界には
依然として残っている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、少なくとも１つの透明なディスプレー領域を有するカバープレートを含有し
てなる電子機器に関する。該カバープレートは、屈折率ｎｇを有する１つ又はそれ以上の
ガラス層、及び屈折率ｎｓを有する１つ又はそれ以上のサファイア層を含有してなり、（
ｎｓ－ｎｇ）が０．０５以下である。好ましい（ｎｓ－ｎｇ）は、０．０２以下のような
０．０３以下であり、より好ましくはガラス層の屈折率がサファイア層の屈折率と実質的
に同じである。電子機器はさらに、ディスプレー表面を有する少なくとも１つのディスプ
レー要素を含有してもよく、該カバープレートは、ディスプレー表面に貼り付けることも
できるし、保護層としてディスプレー表面の上部に着脱可能に配置することもできる。好
ましくは、サファイア層が、該カバープレートの前表面に存在する。
【０００９】
　本発明はさらに、少なくとも１つの透明なディスプレー領域を有するカバープレートを
形成する工程、ここで、該カバープレートは、屈折率ｎｇを有する１つ又はそれ以上のガ
ラス層及び屈折率ｎｓを有する１つ又はそれ以上のサファイア層を含有してなり；及び、
該カバープレートを電子機器のディスプレー要素の上に組み込む工程を含有してなる、電
子機器を製造する方法に関する。この実施態様に関して、（ｎｓ－ｎｇ）は０．０５以下
である。
【００１０】
　すなわち、本発明は、以下の（１）から（２８）に関する。
（１）少なくとも１つの透明なディスプレー領域を有するカバープレートを含有してなり
、該カバープレートが、屈折率ｎｇを有する１つ又はそれ以上のガラス層、及び屈折率ｎ

ｓを有する１つ又はそれ以上のサファイア層を含有し、ここで（ｎｓ－ｎｇ）が０．０５
以下である、電子機器。
（２）（ｎｓ－ｎｇ）が０．０３以下である、前記（１）に記載の電子機器。
（３）（ｎｓ－ｎｇ）が０．０２以下である、前記（１）に記載の電子機器。
（４）ガラス層の屈折率が、サファイア層の屈折率と実質的に同一である、前記（１）に
記載の電子機器。
（５）サファイア層が、約２ｍｍ未満の厚さを有する、前記（１）に記載の電子機器。
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（６）カバープレートが、約０．３～３．０の厚さを有する、前記（１）に記載の電子機
器。
（７）カバープレートが、約０．５～１．０の厚さを有する、前記（１）に記載の電子機
器。
（８）サファイア層が、カバープレートの外部層である、前記（１）に記載の電子機器。
（９）電子機器がさらに、ディスプレー表面を有する少なくとも１つのディスプレー要素
を含有してなり、カバープレートがディスプレー表面に貼り付けられる、前記（１）に記
載の電子機器。
（１０）電子機器がさらに、ディスプレー表面を有する少なくとも１つのディスプレー要
素を含有してなり、カバープレートがディスプレー表面の上部に着脱可能に配置された保
護層である、前記（１）に記載の電子機器。
（１１）サファイア層が背面を有し、ガラス層がサファイア層の背面に貼り付けられる、
前記（１）に記載の電子機器。
（１２）ガラス層が、サファイア層の背面にコーティングされている、前記（１１）に記
載の電子機器。
（１３）サファイア層の背面が磨かれていない、前記（１１）に記載の電子機器。
（１４）カバープレートが、それぞれがサファイア層の反対の表面に貼り付けられた２つ
のガラス層を含有してなる、前記（１）に記載の電子機器。
（１５）電子機器が、電子メディアプレーヤー、携帯電話、携帯情報端末、ポケットベル
、タブレット、ラップトップコンピュータ、又は電子手帳である、前記（１）に記載の電
子機器。
（１６）工程：
　ｉ）少なくとも１つの透明なディスプレー領域を有するカバープレートを形成すること
；このカバープレートは屈折率ｎｇを有する１つ又はそれ以上のガラス層及び屈折率ｎｓ

を有する１つ又はそれ以上のサファイア層を含有してなり、ここで（ｎｓ－ｎｇ）は０．
０５以下である；及び
　ｉｉ）カバープレートを電子機器のディスプレー要素の上に組み込むこと：
を含有してなる、電子機器を製造する方法。
（１７）（ｎｓ－ｎｇ）が０．０３以下である、前記（１６）に記載の方法。
（１８）（ｎｓ－ｎｇ）が０．０２以下である、前記（１６）に記載の方法。
（１９）ガラス層の屈折率が、サファイア層の屈折率と実質的に同一である、前記（１６
）に記載の方法。
（２０）サファイア層が前面及び背面を有し、カバープレートを形成する工程がガラス層
をサファイア層の背面に貼り付けることを含有してなる、前記（１６）に記載の方法。
（２１）ガラス層をサファイア層の背面にコーティングすることによってガラス層を貼り
付ける、前記（２０）に記載の方法。
（２２）カバープレートを形成する工程が、サファイア層の背面を磨かず前面を磨くこと
を含有してなる、前記（２０）に記載の方法。
（２３）カバープレートが、屈折率ｎｇを有する２つのガラス層を含有してなる、前記（
１６）に記載の方法。
（２４）サファイア層が前面、背面、及び周縁を有し、カバープレートを形成する工程が
サファイア層の前面及び背面の両方にガラス層を貼り付けることを含有してなる、前記（
２３）に記載の方法。
（２５）ガラス層が、サファイア層の前面及び背面にガラス層をコーティングすることに
よって貼り付けられる、前記（２４）に記載の方法。
（２６）サファイア層の周縁が、屈折率ｎｇを有するガラス層でコーティングされる、前
記（２５）に記載の方法。
（２７）ディスプレー要素がディスプレー表面を有し、カバープレートをディスプレー要
素に組み込む工程がカバープレートをディスプレー表面に貼り付けることを含有してなる
、前記（１６）に記載の方法。
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（２８）ディスプレー要素がディスプレー表面を有し、カバープレートをディスプレー要
素に組み込む工程がカバープレートをディスプレー表面の上部に保護層として着脱可能に
配置することを含有してなる、前記（１６）に記載の方法。
　上記の概要の説明及び以下の詳細な説明はいずれも、単なる例示及び説明であり、特許
請求の範囲に記載される本発明のさらなる説明の提供を意図していると、理解すべきであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の電子機器の具体的な実施態様の概略図である。
【図２】図２は、本発明の電子機器の具体的な実施態様の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、多層を有するカバープレートを含有してなる電子機器、及び該カバープレー
トを製造する方法に関する。
【００１３】
　本発明の電子機器は、少なくとも１つの透明なディスプレー領域を有するカバープレー
トを含有してなり、例えばその上にカバープレートが置かれたディスプレー要素からの画
像を、該透明なディスプレー領域を通して表示できる。非透明な領域が存在してもよく、
特に、境界線のような装飾的要素として、或いはディスプレーの各種機能部分を表現する
要素として、存在してもよい。電子機器は、ディスプレー又はディスプレー要素を含有し
てなる当該技術分野で公知のいかなるものでもよく、例えば、これらに限定されないが、
ｍｐ３プレーヤーのような音楽及び／又はビデオのための電子メディアプレーヤー、携帯
電話、携帯情報端末（ＰＤＡｓ）、ポケットベル、ラップトップコンピュータ、電子手帳
、又はタブレットを含む、動かせる又は持ち運べる電子機器などが挙げられる。それらの
機器のディスプレー要素は、複数の部品の層を含有してもよく、例えば、ＬＣＤのような
画像表示層、及びタッチスクリーンアプリケーションの一部としてのタッチセンサー層を
含む。カバープレートは、機器のディスプレー要素のディスプレー表面に貼り付けること
ができ、或は、カバープレートは別個の保護層であってもよく、保護層はディスプレー要
素の上部に取り付けるか又はその上に配置することができ、所望により後に取り外すこと
ができる。
【００１４】
　本発明の電子機器のカバープレートは、１つ又はそれ以上のサファイア層及び１つ又は
それ以上のガラス層を含んでいる。従って、カバープレートは、例えば２～５層又は２～
３層のような、２～１０層を含有してなる、ガラス層とサファイア層の多層複合材である
。好ましくは、少なくとも１つのガラス層は、少なくとも１つのサファイア層の外側表面
と直接接触している。例えば、該カバープレートは、サファイア層の背面に貼り付けられ
たガラス層を含有してもよい。典型的には約０．００１ミクロン～約１．５ミクロンの厚
さを有する反射防止コーティング及び／又は油分をはじくコーティングが適用されること
もあるが、サファイア層は、カバープレート及び電子機器の外部層であることが好ましい
。また、該カバープレートは、それぞれがサファイア層の反対の表面に貼り付けられた２
つのガラス層を含有してもよく、それにより３層のサンドイッチ構造を形成する。その他
の組み合わせも可能である。
【００１５】
　ガラス層は、当該技術分野で公知の任意の技術を用いてサファイア層の適切な表面に付
けることができる。例えば、ガラス層とサファイア層は接着剤を用いて結合でき、当該技
術分野で公知の透明な接着剤又は接着層の何れかを用いることができる。適切な接着剤の
例は、これに限定されないが、ポリ（プロピレン・カーボネート）（ＰＣ）、ポリ（エチ
レン・カーボネート）（ＰＥＣ）、又はポリ（ブチレン・カーボネート）（ＰＢＣ）のよ
うなポリマー又はポリマーの組み合わせを包含する。静電付着を用いることもできる。ま
た、ガラス層をサファイア層に融合又は融解させて接触面を形成することができ、これに
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必要な温度は用いられる材料の種類によって決まるだろう。例えば、ガラス層を溶融して
サファイアに結合するための温度は、６５０～１０５０℃のオーダーであろう。或は、サ
ファイア層をガラスでコーティングできる。例えば、粉末フリットのようなガラス原料は
溶解できて、得られたガラス溶融物をコーティング剤としてサファイア層の表面に塗布す
ることができる。サファイア層の周縁もコーティングできる。さらに、サファイア層を溶
融されたガラスに垂直に（真横向きに）に浸してサファイア層の両面をコーティングする
こともできるし、サファイア層の周縁とともにサファイアの一つの表面にガラス層を塗布
するために水平に浸すこともできる。
【００１６】
　ガラス層は、多種の因子に依存して、サファイア層より厚く又は薄くすることができる
。例えば、以下に検討するようにガラス層とサファイア層の間の屈折率の差が大きいとき
、又はガラスが亀裂又は粉砕に対して低い抵抗力を有するときは、より薄いガラス層が好
ましい。この場合は、サファイア層がガラス層の特性を増強できる。しかしながら、より
厚いガラス層は、特にサファイア層がカバープレート及び電子機器の外部層であるとき、
サファイア層の望ましい体積及び表面特性を保持しながら、電子機器の全体のコストを下
げるために好ましい。いずれの場合も、複合材がカバープレートの全体的な透明性を損な
わないことが好ましい。
【００１７】
　従って、ガラス層とサファイア層の厚さは、例えば電子機器の種類及び大きさ、層の材
料の特性、及びカバープレートの望ましい特性に応じて、それぞれ変更できる。例えば、
サファイア層及び／又はガラス層の厚さは、約０．０１ｍｍ～約３ｍｍのように約３ｍｍ
未満であってよく、好ましくは約１ｍｍ未満、約０．５ｍｍ未満、又は約０．１ｍｍ未満
のように２ｍｍ未満である。さらに、サファイア層は、サファイア供与体からイオン注入
法を用いて製造できるような、例えば、３０ミクロン未満、２５ミクロン未満、２０ミク
ロン未満、又はさらに１５ミクロン未満を含む５０ミクロン未満の厚さを有する、極薄の
サファイア層であってよい。サファイア層は独立することが好ましく、そのためキャリア
ー層とは無関係に取り扱うことができる。
【００１８】
　本発明の電子機器のカバープレート全体の厚さは、例えば、層の数、及び電子機器の望
ましい大きさ及び重量を含む、多数の因子に応じて変えることもできる。一般に、多層カ
バープレートは約５ｍｍ未満である厚さを有し、好ましくは約０．３ｍｍ～約３．０ｍｍ
の厚さを有する。しかしながら、本発明のカバープレートはサファイアとガラスの層を含
んでいるので、望ましいレベルの硬度及び強度を達成しつつも、それと同時に本カバープ
レートはより薄することができる。従って、例えば、カバープレートはより好ましくは約
０．４ｍｍ～約２．５ｍｍの厚さを有し、さらにより好ましくは約０．５ｍｍ～約２．０
ｍｍ、そして最も好ましくは約０．５ｍｍ～約１．０ｍｍの厚さを有する。
【００１９】
　本発明においては、カバープレートの少なくとも１つのガラス層と少なくとも１つのサ
ファイア層は、屈折率が適合している－すなわち、ガラス層とサファイア層の室温におけ
る屈折率の差が小さい。従って、ガラス層がｎｇの屈折率を有し、サファイア層がｎｓの
屈折率を有する場合、ｎｓはおおよそｎｇと等しい。例えば、好ましくは、（ｎｓ－ｎｇ

）は、約０．０３以下及び約０．０２以下を含む、約０．０５以下である。好ましくは、
ガラス層はサファイア層と実質的に同じ屈折率を有する。これは、ガラス層がサファイア
層と直接接触している場合に、特に当てはまる。具体例として、ｃ軸サファイアの室温に
おける屈折率は、可視範囲における波長（３５０～７５０ミクロン）に対して１．７９５
～１．７６１である。従って、本発明においては、サファイア層の上に貼り付けるか或い
はコーティングするガラス層は、１．８４５～１．７１１、好ましくは１．８１５～１．
７８１、より好ましくは１．８０５～１．７５１の間の屈折率を有するだろう。屈折率の
適合性を近づければ近づけるほど、ガラス層はますます厚くすることができる。
【００２０】
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　ガラスは、所望の相対屈折率を有する当該技術分野で公知のいずれのものでもよい。例
えばガラス層は、ソーダ石灰ガラス、ホウケイ酸塩ガラス、又は（例えば、Corning 社か
ら入手可能な「ゴリラガラス」と呼ばれる物質のような）化学的に強化されたアルカリア
ルミノケイ酸塩ガラスを含むアルミノケイ酸塩ガラスを含んでいてもよい。好ましくは、
ガラス層は、屈折率に加えて、ガラス層に圧縮応力をもたらすであろう適切な熱膨張係数
を有する。これは、ガラス層がサファイア層の上にコーティングされたときに、特に重要
である。例えば、ガラスをコーティングしたサファイア層に関して、ガラス層は約６．０
×１０－６℃－１～７．０×１０－６℃－１の平均熱膨張係数を有することができる。こ
のようにして、ガラス層はサファイア層全域に圧縮状態を保持して、サファイア層の亀裂
による損傷を防止できる。
【００２１】
　カバーシートのサファイア層は当該技術分野において公知のいかなるものであってもよ
く、様々な異なった方法で製造することができる。例えば、サファイア層は結晶成長装置
内で製造されたサファイアのより大きい塊から切り出し又は切断でき、この装置はアルミ
ナのような固体原料を通常約１０００℃を超える温度の坩堝内で加熱溶融し、次いで、サ
ファイアブールのような結晶性物質を形成するために、得られた原料物質の溶融物の再凝
固を促進できる、高温の炉である。好ましくは、サファイアの塊は、熱交換法結晶成長炉
の中で製造され、この中でアルミナ原料及び少なくとも１つの単一結晶サファイア種を含
む坩堝が、サファイア種を実質的に溶融させることなくアルミナ原料を溶融するようにア
ルミナの融点以上に加熱される。その後、熱は、サファイア種の下に置かれ炉の底面で熱
的に連通して提供されるヘリウム冷却熱交換器等の熱交換器を用いて、炉から除去される
。この方法は、大きくて高品質のサファイアの塊、ブールとも呼ばれるものを製造できる
ことが示されており、該ブールからサファイア層を取り出すことができる。
【００２２】
　本発明の電子機器で用いられるカバープレートのサファイア層は、サファイア原体と類
似した機械的及び物理的特性を有することが好ましい。例えば室温で、サファイア層は、
好ましくは、約８００～１０００ＭＰａを含む少なくとも約７００ＭＰＡの曲げ強度、約
２～５ＭＰａを含む１ＭＰａより大きい破壊靱性（すなわち、亀裂や引っかきを含む物質
の破砕に抵抗する能力）、約１７～約２０ＧＰａを含む約１５ＧＰａより大きいヌープ硬
度、及び／又は約２０００～３０００ｋｇ／ｍを含む約１０００ｋｇ／ｍより大きいビッ
カース硬度を有する。ヤング率のような係数は、典型的には約３００～４００ＧＰａであ
るサファイア原体の係数に類似するが、カバープレートの所望の特性（例えば、タッチ感
度）に応じて変えることもできる。
【００２３】
　具体例として、屈折率が適合しているサファイア－ガラス多層複合材を伴うカバープレ
ートを含有してなる本発明の電子機器の実施態様を、図１に概略的に示す。示されるよう
に、カバープレート（１００）はサファイア層（１１０）及びガラス層（１２０）を含有
してなる。サファイア層（１１０）は外部層であって、サファイア層（１１０）の背面に
貼り付けられたガラス層（１２０）を有する。カバープレート（１００）はディスプレー
要素（１３０）の上に配置され、ユーザーが見る画像を作り出すディスプレー表面に接触
するガラス層（１２０）を有する。この例では、サファイア層（１１０）の厚さがガラス
層（１２０）の厚さより薄いが、上記で検討したように、これらの厚さは変えることがで
きる。このように、カバープレート（１００）は、サファイアの（亀裂耐性のような）表
面特性及び（硬度のような）機械特性を有することが期待されるが、コストを著しく削減
する。さらに、ガラス層（１２０）の屈折率がサファイア層（１１０）のものと実質的に
同じであるので、ディスプレーアセンブリ（１３０）から生じる画像は光学的に変化して
おらず、鮮明であることが期待される。
【００２４】
　図１に示した実施態様の注目すべき利点は、ガラス層（１２０）が貼り付けられるサフ
ァイア層（１１０）の背面に関して、光学的に要求される条件が著しく減少することであ
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る。具体的には、特定の屈折率を有するガラス層の適用は、特に溶融されたガラスに浸す
ことによってサファイア層に適用する場合、光学的な性能を変えることなくいかなる隙間
又は他の非均一な箇所を埋めることが期待できるため、サファイア層背面の表面の粗さは
より高くてもよい。その結果、ガラス層（１２０）と接触するサファイア層（１１０）の
背面（１４０）を、所望の透明度をもたらすために滑らかにする必要がない。従って、例
えば、サファイア層（１１０）（サファイアブランクと呼ばれることもある）は、レーザ
ー切断又は当該技術分野で公知の技術を用いてサファイアの塊から成形することができる
。得られた切断表面及び周縁は不均一で粗いことが予想されるだろう。しかしながら、屈
折率が適合したガラス層（１２０）をサファイア層（１１０）の背面に適用することによ
って、背面（１４０）の粗さ及び欠陥を滑らかにでき、そして光学的透明度を取り戻すこ
　とができる。従って、カバープレート（１００）はサファイアの両方の表面を磨く必要
がなく製造することができ、そしてこれはカバープレートの生産において著しい経費削減
となり、それによって電子機器のコストも低下させる。ガラス層の表面も、電子機器のデ
ィスプレー表面との適切な接触をもたらすとともに、全体として所望の透明度を有するカ
バープレートを提供するためには、磨かれることが好ましいが、当業者によって容易に認
識されるように、このガラスコーティングを磨くコストはサファイア表面を磨くコストと
比べて非常に低く、そして処理能力も大幅に速い。
【００２５】
　さらに、屈折率を適合させたガラス層が、サファイア層（１１０）の前面と背面の両方
に適用された場合、何れのサファイア表面も研磨の必要がなく、さらなる経費削減をもた
らす。この実施態様の具体的な実施例を、図２に概略的に示す。示されるように、カバー
プレート（２００）はサファイア層（２１０）及び２つのガラス層（２２０ａ）及び（２
２０ｂ）を含有してなる。カバープレート（２００）は、ディスプレー要素（２３０）の
上に配置され、ガラス層（２２０ｂ）はユーザーが見る画像を作り出すディスプレー表面
に接触する。さらに、必須ではないが、この実施例では、サファイア層（２１０）の周縁
もガラスでコートされることが示され、それによりサファイア層（２１０）が覆われてい
る。２つのガラス層それぞれの屈折率がサファイア層（２１０）の屈折率と実質的に同じ
であるので、ディスプレーアセンブリ（２３０）から生じる画像は光学的に変化しておら
ず、鮮明であることが期待される。さらに、サファイア層に適用されたこれら２つのガラ
ス層の存在により、カバープレート（２００）は、サファイア層（２１０）の前面（２４
０ａ）又は背面（２４０ｂ）の何れをも磨く必要がなく製造することができ、そしてこれ
はカバープレートの生産において著しい経費節減となるだろう。さらに、ガラスをサファ
イア層の周縁へ適用することにより、微小な隙間及び亀裂がガラスでコートされ、それに
よって点欠陥による破損の可能性を最小化するので、サファイア層の強度を増大すること
も期待されるだろう。上記で検討したように、全体として望ましい特性を有するカバープ
レートを提供するために、１又はそれ以上のガラス表面を磨くことも好ましいだろう。
【００２６】
　従って、本発明はさらに、少なくとも１つのサファイア層を有するカバープレートを含
有してなる電子機器を製造する方法に関する。該方法は、少なくとも１つの透明なディス
プレー領域を有するカバープレートを形成する工程、ここで、該カバープレートは屈折率
ｎｇを有する１つ又はそれ以上のガラス層及び屈折率ｎｓを有する１つ又はそれ以上のサ
ファイア層を含有してなり、さらに（ｎｓ－ｎｇ）は０．０５以下であり；及び、続いて
該カバープレートを電子機器のディスプレー要素の上に組み込む工程を含有してなる。上
記のカバープレートは何れもこの方法に用いることができる。サファイア層は、カバープ
レートの外部層であることが好ましい。カバープレートは、上記で検討した技術の何れか
を用いて、ガラス層をサファイア層の背面に貼り付けることによって形成できる。一実施
態様では、本発明の方法は、ガラス層がコーティング等によって貼り付けられるサファイ
ア層の背面を磨く工程を含まないが、背面の反対側であって、ユーザーが触れる表面とな
り得るサファイア層の前面を磨く工程をさらに含有してなる。第２の実施態様では、カバ
ープレートがサファイア層の反対の表面にそれぞれ貼り付けられた２つのガラス層を含有
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してなり、該方法はサファイア層の表面を磨く工程を含有しない。好ましくは、該方法は
１つ又はそれ以上のガラス層の外部表面を磨く工程をさらに含有してなる。
【００２７】
　本発明の好ましい実施態様に関する上記の記載は、例示と説明の目的で提示されている
。上記の記載は、包括的であること、又は本発明を開示されたとおりの形に限定すること
を意図されていない。修正及び変更は、上記の教示を考慮すると可能であり、又は発明の
実施によりなされるかもしれない。上記の実施態様は、当業者が種々の実施態様で、さら
に予定される特定の使用法に適合させるための種々の修正を伴って発明を利用できるよう
にするために、本発明の本質及び実際の適用を説明する目的で選択され記載された。本発
明の範囲は、本明細書に添付されている特許請求の範囲及びその均等物によって定義され
ることが、意図されている。

【図１】

【図２】
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